	開催セミナー

	第15回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2014年4月13日 (日)

　　13:40～14:40
	場　所
	梅田阪急オフィスタワー　29階

セミナールーム

	講　演　者

	トマト農家　蒲谷直樹氏

	タイトル
	

	内容
	(1) 低コスト農業ロボットによる「農業労働生産性3倍UP」の考え方
(2) 「農業労働生産性3倍UP」が、もたらす農業変革
(3) 農業ロボットの導入方法、効果計算方法
(4) 農業ロボットを活用するための、生産プロセスデザイン
(5) 農業ロボットを活用した農業生産・品質管理
(6) 導入、開発中の農業ロボット概要
(7) RDCSを使った、10,000台　センサー運用システム
(8) 中山間地域農業と、農業ロボット＋ITの活用
(9) 犬と対話するロボット（おまけ）
上記の内容で、現在取り組んでいる農業生産を詳細に解説頂いた。
ＩＴのシステム開発者がなぜトマト農家になったか、経歴からヨーロッパでの体験など、非常にユニークな内容であった。
製造業では、あたりまえであるＰＤＣＡや５Ｓをとり入れ、従来の農業の発想では思いつかない生産性をあげ、理論だけでなく実践を行っていることが講演者の稀有な所である。

また、国や大学が高額な費用をかけて作成しているロボットと同じレベル（中にはそれ以上）の物を安価で自主制作している事に、参加者からも驚きの声が上がっていた。
新たな農業の可能性を伺える講演であった。

	文責
	山本　文則


	開催セミナー

	第14回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2014年3月2 日(日)

　　14:55～15:55
	場　所
	梅田阪急オフィスタワー　29階

㈱ライフプラザパートナーズ　セミナールーム

	講　演　者

	七色畑ファーム　代表、株式会社JFP 取締役、アグリイノベーション大学講師

河西 伸哉氏

	タイトル
	

	内容
	2009年、和歌山県にて農業開始。毎年1.2～1.5万人の非農家が新規就農するが、そのうち農家として残るのは3～5%と言われる現状の中、経験も土地も持たないまま農業を開始し、今では全国各地から講演を依頼されるまでに成功している。

河西氏は成功要因の一つとして、自経営をどれだけ消費ニーズに応えたものにするか、という視点を取り上げている。直売所などとの立地関係はもちろん、立地圏内に存在する消費者が日々の生活の中で何を必要としているかなどを考慮した上での、表現力を持った生産を行うことが農業経営者としての成功要因の一つである。

また別の要因として「持たない経営」を挙げる。すなわち、農地を持たずに借りる、倉庫や貯蔵庫などといった固定資産も持たずに借りる、というフレキシブル体制の下での生産を要因として挙げている。

つまり、現在の農家の成功要因として必要となるのは、土地などの固定資産に固着した技術力だけではなく、その農産物をいかに消費者に届けるかというフレキシブルさを元にした営業力が必要になっており、そのバランスをとることが成功の要因と捉えられる。ここには①参入障壁の高さ、②リピート率の高さ、③営業利益率の高さという農業の3高があり、これから新規で就農する人材の育成のためにも、リーディングファームとしての資金繰り、またその資金を活用した農業経営、生産技術の確立を目指している。

「失敗を繰り返しながら、どう切り替え、成功をつかむか。それを考えることが長続きする理由である」という河西氏のこれまでの経験を踏まえた言葉にもある通り、河西氏は農業経営経験、自らのチャレンジを通した次世代の人づくりに挑戦している。

	文責
	木原 奈穂子


